
          元 気 ・ や る 気 ・ 思 い や り 

学校だより  

                                  

地域総ぐるみによる人づくりの『合言葉』                     

「育もう 地域の愛で 子どもの未来」～大人が子どもの手本となり、みんなで人間力を高めます～ 

 

学級目標に向かって  

学級では、係や班活動が順調に始まり、こんな学級にしたいという思いを 

基に学級目標を決めて、達成に向けて力を合わせて学校生活を送っています。 

学級担任は、子どもたちに向き合って、一緒に活動しながらよりよい学級づくりに努めています。また、

子どもたち自身が自分の目標に向けて進むことで、学級目標の達成にもつながっていくと考えています。

「雨垂れ石を穿つ」の言葉のように、今日 1 日の１歩は小さかったとしても、1 年間続けていくことで

大きな成果となることを期待しています。途中、うまく進めないことがあるかもしれませんが、右肩上

がりになるように、学び合い、喜び合い、励まし合いを大切にして支援していききたいと思います。 

1 年 1 組  なんでもたべて，げんきにあいさつしよう   あきらめないで，さいごまでがんばってべんきょうしよう   

おともだちのきもちをかんがえて，きょうりょくしよう  

２組  げんきにあいさつ   しゅうちゅうしてべんきょう   みんななかよし １ねん２くみ  

2 年 1 組  先生や友だちに元気にあいさつするクラス 外でいっぱいあそぶクラス   一年生のときよりもさいごまでがんばるクラス 

あきらめないで、やるべきことをやるクラス   ふわふわことばを言い合うクラス まちがえても わらわないクラス 

  ２組  あいさつをしよう   さいごまでやろう   「あったか♡ハート」ですごそう 

3 年 1 組  先生の話を聞いてすばやく行動しよう   休み時間や体育の時間に進んで運動しよう  みんな仲良く元気に１年間過ごそう 

 2 組  業間か昼休みに元気に外であそぼう   はじめてのことにすすんで挑戦しよう   みんなで協力し仲良く助け合おう  

3 組  手あらい・うがい・かん気・マスクをしっかりして、びょう気をふせごう  ルールを守って、きそく正しい生活をしよう 

進んであいさつをしよう   目ひょうに向かって、さい後まであきらめずにがんばろう  先生や友達の話をよく聞き、考え 

よう    自分の心も人の心も大切にしよう   ふわふわ言葉を使って、明るいクラスにしよう  

4 年 1 組  外で元気に遊ぼう   何事もあきらめないでチャレンジしよう   目標に向かって努力しよう     

下級生の手本になるように ルールを守って行動しよう 

2 組 「一味同心」   いちばん元気  みんなで協力 どうどうと しんじあえる仲間 

  3 組  元気にあいさつをする   考えて行動する   みんなに親切にする  

5 年 1 組  日本一楽しい、いじめ０のクラス   自分がされていやなことは人に行うべからず  いろんなことに協力すべし   

人のことを考えて発言や行動をすべし 

 2 組  世界一心が優しいクラス   相手の気もちになる  困っている人を助ける  助け合う 

 3 組  日本一笑顔いっぱいなクラス  明るいあいさつをしよう   だれとでも協力しよう   悪口・陰口はやめよう   

ふわふわ言葉をつかおう   困っている人がいたら助けよう  

6 年 1 組 「さすが 6 年生！」をめざして  広い心で認め合おう   苦手にもチャレンジしよう   しっかり運動 しっかり食べよう 

 2 組 最後の学校生活を笑顔でたくさんの思い出を作る   進んで学び最後まで努力する   仲間を見捨てない 

3 組 みんなで協力して楽しい思い出を作ろう！ 明るく笑顔であいさつ  目標に向かって努力  みんなに優しく 

おおぞら学級  仲良く 楽しく 元気に 学ぼう！ 

4 月当初と比べて、進んであいさつする子どもが増えてきました。あいさつをしようという思いから、

一歩踏み出し、自分の意志で行動に移せることは、とても素晴らしいことです。そして、その行動を続

けることで習慣となっていきます。自然とあいさつができると素敵ですね。 
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● 交 通 安 全 教 室 ５/11（火） 

学級で、JA 共済様から提供いただいた DVD を見て、自転車の正しい乗り方や 
交通ルールなどについて確認しました。登下校の安全のために、交通指導員様や 
防犯会の皆様が立哨指導や巡回をしてくださっています。大切なことは、一人の 
時でも安全を確認しながら通行できるようになることです。地域の皆様には、登下校に合わせて散歩等

により見守ってくださっていることに感謝しております。 

● 避 難 訓 練 ４/22（金） 

 地震による火災が発生したという想定で行いました。学 
級で避難時のポイントを確認し、それに従って地震の場面 
では、素早く机の下にもぐって安全確保し、煙を吸わない 
ようにハンカチで口を覆って避難できました。『お（おさない）か（かけない）し（しゃべらない）も

（もどらない）』の原則もしっかりと守って、真剣な態度でした。訓練で学んだことを基に、学校以外

でも危険を予測して、安全に避難できるようになってほしいと思います。  
 
 
 
 
 
 

お知らせ   

①水泳の授業について、今年度は 6 月上旬から夏休み前まで、密集・密接の場面を避けるなどして行う予定です。

ご家庭において、お子様の体温や健康状態等を確認して、参加の有無を判断してください。 
②教科書展示会について、6/11～7/2 に、栃木県河内庁舎 B 棟 2 階研修室において、教員・児童保護者等を対象

に開かれます。（土・日を除く、午前 9 時～午後 5 時）ご希望の方は、ご覧ください。 

「いじめゼロ強調月間」 
子どもたちの胸章につけている「黄色いリボン」のシ 

ールは、いじめは絶対に許されない行為であることを子 
どもたちの心に刻むためのものであり、いじめは絶対に 
しないという意思を表現したものでもあります。                  黄色いリボンのシール  

５月をいじめゼロ強調月間として、いじめアンケート調査やいじめゼロ運動の実施などの他に、道徳

の時間にいじめの予防や防止につながる授業を行うなどして、いじめゼロへの取組を推進していきます。

また、学級活動などの授業や行事・委員会・縦割り班活動など学校活動全体を通して、思いやりや助け

合いの大切さ、規範意識の高揚など心を育てて望ましい人間関係を築く力の育成を目指していきます。

学校や学級の目標に向かって、子どもたちがみんなで考え、助け合い、頑張りながら活動することで、

みんなのよさに気付き、自分の大切さとともに他の人の大切さを理解し、態度や行動に現れるように指

導していきます。 
昨年度の本校でのいじめの認知は、ありませんでした。しかし、悪口を言われ  

た、たたかれたなどの訴えがありました。その都度、事実確認をして指導を行っ 
ています。いじめはどの子どもにも、どの場面でも起こり得ることとして捉えて、 
今後も未然防止と早期発見・早期対応に努めてまいります。大人が範を示し、悪 
いことに対してはしっかり指導し、良いことには認め、褒めることが大切です。 
いじめは、大人の目につきにくいところで行われるので、４月末に配付した「ST 

OP!いじめ‼ひとりで悩まないで」の裏面のチェック表や「いじめのサイン発見 

シート（別途配付）」をご覧いただき、気になることや心配なことがありましたら、担任・学校にお知ら

せください。 


